


た換気量を示す。尚、換気量は基準風速※３(3.34[m/s])
で除し、外部平均風速 1.0[m/s] の時の換気量で示す。

（１）case1( 壁面開口部Ａを開放 ): 平均圧力差から算出

した換気量は 3.99 ～ 5.44[m3
/s]、圧力変動を考慮した

換気量は 3.97 ～ 5.37[m3
/s] であり、全 case で平均圧力

差から算出した換気量と圧力変動を考慮した換気量は

ほぼ同様である。

（２）case2( 壁面開口部Ｂを開放 ):case2-1、2-2（縦シャ

フト①、②）の場合、平均圧力差から算出した換気量

は 3.75、2.18[m3
/s]、圧力変動を考慮した換気量は 3.82、

2.15[m3
/s] であり、平均圧力差から算出した換気量と

圧力変動を考慮した換気量はほぼ同様である。case2-3
（縦シャフト③）の場合、平均圧力差から算出した換気

量は 0.78[m3
/s]、圧力変動を考慮した換気量は 1.36[m3

/

s] であり、圧力変動を考慮した換気量は平均圧力差か

ら算出した換気量に比較して約 1.7 倍になる。

（３）case3( 壁面開口部Ｃを開放 ):case3-1、case3-3、（縦

シャフト①、③）の場合、平均圧力差から算出した換気

量は3.09、1.99[m3
/s]、圧力変動を考慮した換気量は3.36、

2.00[m3
/s] であり、平均圧力差から算出した換気量と圧

力変動を考慮した換気量はほぼ同様である。case3-2（縦

シャフト②）の場合、平均圧力差から算出した換気量は

0.93[m3
/s]、圧力変動を考慮した換気量は 1.71[m3

/s] で

あり、圧力変動を考慮した換気量は平均圧力差から算出

した換気量に比較して約 1.8 倍になる。

4　まとめ

①風上側壁面の開口部を開放した場合、縦シャフトが  

　①～③のどの位置でも、平均圧力差から算出した換

　気量と、外部風の変動による圧力変動を考慮した場

　

　合の換気量はほぼ同様である。

②風下側壁面の開口部を開放した場合、縦シャフト③

　では平均圧力差から算出した換気量に比較して、外

　部風の変動による圧力変動を考慮することで、流

　入出が非定常的に変化し、約 1.7 倍の換気量が得ら

　れる。

③風向に対して平行な壁面の開口部を開放した場合、

　縦シャフト②では平均圧力差から算出した換気量に

　比較して、外部風の変動による圧力変動を考慮する

　ことで、流入出が非定常的に変化し、約 1.8 倍の換

　気量が得られる。

④時間平均圧力差がほぼ０でも、瞬時的には圧力差が生

　じ、圧力変動を考慮した換気量は平均圧力差から算出

　した換気量に比較して大きくなる。
注釈
※１　LES 解析では、風速、風圧の時間変動を解析することができる。
※２　開口面内に圧力分布が生じるため、４分割する。
※３　基準風速は気流が建物の影響を受けない上空 (x=750[m]、y=450[m]、z=800[m]) の時間　

平均値を 1/4 乗則を基に軒高 (100[m]) に換算した風速とする。　　　　
参考文献
文１) 赤林、有波ら「風速変動を考慮した自然換気・通風性能評価手法の提案 :LES による住宅

の自然換気・通風性状に関する研究　その２」日本建築学会環境系論文集、2016 年
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図４　6F、15F、25F の壁面開口部の流入出量の時系列データ

図５　平均圧力差から算出した換気量と
　　　圧力変動を考慮した換気量

(a) case1-2（壁面開口部Ａ、縦シャフト②）

図３　壁面開口部 (6 ～ 25F の合計、6F、15F、25F) と縦シャフトの屋上開口部の流入出量の時系列データ
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(a) case1-2（壁面開口部Ａ、縦シャフト②）

(b) case2-2（壁面開口部Ｂ、縦シャフト②）

(b) case2-2（壁面開口部Ｂ、縦シャフト②）

(c) case3-2（壁面開口部Ｃ、縦シャフト②）

(c) case3-2（壁面開口部Ｃ、縦シャフト②）
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